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 要 旨   
背景と目的： 
習慣的な多量飲酒は虚血性脳卒中のリスクを増すことが示されている。一方、少量から

中等量の習慣的飲酒はそのリスクを減らす可能性がある。 しかしながら、一過性の飲酒

が虚血性脳卒中発症と関連しているかどうかは明らかではない。 
 本研究では、クロスオーバーアプローチにより、飲酒が急性虚血性脳卒中リスクと関連

しているかを検証した。また飲酒と症状発現との間の時間の長さを検証し、リスクがアル

コールの種類によって異なるかどうかをについて検討した。 
方法： 
多施設共同研究において、2001 年 1 月～ 2006 年 11 月 (中央値で脳卒中後 3 日後）

に、390 名の患者（男性 209 名、女性 181 名）のインタビュー調査を行った。脳卒中症状

発現前の時間における飲酒量を、発症前 1 年間の通常の飲酒頻度に基づいて算出された期

待飲酒量と比較した。 
結果： 

390 名の患者のうち、 248 名（64 ％）が脳卒中発症の前年の、104 名が発症 24 時間以

内の、14 名が発症 1 時間以内の飲酒を報告した。 
 飲酒後の時間帯に脳卒中を発症する相対リスクは 2.3（95 %信頼区間、1.4 - 4.0;P = 0.002)
であった。相対リスクはアルコールの種類にかかわらず、また他の潜在的なトリガーの暴

露を受けていない対象においても同様であった。 
結論： 
脳卒中発症のリスクは、アルコール摂取直後の時間帯に一過性に上昇していた。 

 

 




